
 
 
 

2019 年 12 月 17 日 
東日本旅客鉄道株式会社 
学校法人品川女子学院 

      
 

品川女子学院の学生制作によるデジタルサイネージ広告が配信されます︕︕ 
～JR東日本 × 品川女子学院 オープンイノベーション型ワークショップ開催～ 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
※１ JR東日本メディア株式会社が開発した独立式デジタルサイネージ（http://www.jrmedia.co.jp/pdf/pdf.pdf） 

 
１．配信作品について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※各賞の名称は、審査受賞名になります。「新宿賞」「池袋賞」はそれぞれの駅で配信するのに相応しいと評価した賞、「クリエィティブ賞」は作品のデザイン等クリエィティブに優れていると評価した賞になります。 

※クリエィティブは一部変更となる場合がございます。 

※上記以外の作品についても放映を予定しております。スケジュールは予告なく変更となる場合がございます。 

○ 東日本旅客鉄道株式会社（本社：東京都渋谷区、代表取締役社長：深澤祐二、以下「JR
東日本」）と学校法人品川女子学院（東京都品川区、理事長︓漆紫穂子、以下「品川女子学
院」）は、オープンイノベーション型ワークショップを開催しました。 

○ 2019年 8月 1日にサービスインした駅ナカシェアオフィス「STATION BOOTH」を題材に、品川女
子学院の学生が新規顧客開拓に向けた広告制作を行いました。 

○ 全 11作品のうち、一部作品については、2019年 12月 23日より、新宿駅・池袋駅「STATION 
BOOTH」横設置のデジタルサイネージ「Signadia」※1にて 2020年 3月末まで配信を行います。 

 

http://www.jrmedia.co.jp/pdf/pdf.pdf


２．配信駅(配信場所)について 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3．ワークショップ概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
▲ワークショップの様子 
 
 

新宿駅  

池袋駅 



【参考】 
 
１.ワークショップ講師について 

東日本旅客鉄道株式会社 
事業創造本部 
中島 悠輝 

学校法人品川女子学院 
情報科主任教諭 
竹内 啓悟 

株式会社 TIXA ITEX 
代表取締役 COO Founder 

鳥海 良顕 

  

 

 駅ナカシェアオフィス「STATION WORK」の開

発担当者。約 1 年半の構想および実証実験期

間を経て 2019年 8月 1 日に本事業をローンチ

した。 

 今回のワークショップにおいては全体企画ならび

に DAY1 の進行を担当。学生に対して、

STATION BOOTH の女性利用が 20％程度で

あるとの課題提起を行い、女性利用を促進するた

めの新たな価値を問いかけた。 

 テレビ放送局、大手教育出版社を経て、2015

年から品川女子学院教諭。Adobe Education 

Leaders 2019。 

 プログラミングやグラフィックデザインの独自オンライ

ン教材の制作、高校生向け起業の授業プログラ

ムの開発、また科目の枠を超えて企業と協業した

特別講座の実施などを行っている。 

 本ワークショップではワークショップの設計を務め

た。 

 前職にて法人営業、業務コンサルティング、採

用・育成企画など様々な面からマーケティング戦

略・戦術を学ぶ。現在はその知見を活かし組織強

化のためのマネジメント講座や、採用戦略におけ

るコンサルティング業務を展開。 

 本ワークショップではDAY2のメイン講師を務め、

「ターゲットのペルソナ・インサイト」「AIDMA」

「What to say/How to say」という基軸から伝

達におけるマーケティング手法を生徒へ伝えた。 

 
２.学校法人品川女子学院について 

28 歳になった時に社会でいきいきと活躍する女性を育てるライフデザインを考える「28project」 
を実践する進学校。高校 1・2 年生がクラスで 1 つの模擬起業をする「起業体験プログラム」や、 
企業とコラボレーションした「特別講座」など、キャリア教育・ICT・起業家教育において、先進的な 
教育を行っています。（理事長︓漆紫穂子 校長︓仙田直人） 
学校web サイト: http://www.shinagawajoshigakuin.jp/ 

 
３.STATION WORK について 
  「働く人の“1 秒”を大切に」をコンセプトとした JR 東日本による駅ナカシェアオフィス事業。
「STATION BOOTH」ならびに「STATION DESK」の 2 タイプのシェアオフィスを東京・新宿・池袋 
立川の各駅で展開しています。 

2019年 8月 1日の開始以来延べ約 8,000名の方にご利用いただき、会員登録は 21,000
人を突破しています。2020年度までに、30拠点の展開を目標としています。  
 

 
 
 
 
 
 

 
 

▲STATION BOOTH(1名用) ▲STATION BOOTH(2名用) ▲STATION DESK 東京丸の内 

http://www.shinagawajoshigakuin.jp/

